








要約:マススクリーニングは、一回のテストで、臨床所見のフィードバックもなしに重要

な結論を出さなければならない特異な性格を持つ臨床検査でる。このため、通常の臨床生

化学検査とは別な精度管理体制が導入されている。ただ、副腎過形成症・神経芽細胞腫の

スクリーニングに関しては、まだこの精度管理体制は確立していない。この 2種の精度管

理を導入する準備が、この分担研究班の最大の目的であった。次に、この導入のために、

既存の新生児スクリーニングの精度管理の効率化を計ることが必要であり、このための調

査分析を行った。この調査検討の中から、今までには行われなつかた新しい形式の精度管

理の導入の必要性が認識され、真のブラインドサンプルを用いた精度管理方式の導入を決

定した。神経芽細胞腫に関しては、内部精度管理の確立の研究、各施設での同一検体の測

定値のバラツキの検討が行われ、新しく、全国的精度管理の導入の準備研究が実施された。

現行の新生児スクリーニングの精度管理を通して、わが国のマススクリーニングの問題の

分析も行った。


